

























ラシー」のはたらきに着目せよとの趣旨の指摘は，つぎの 2 点からみても重要だと考えられる。 




























































































































































































































































 1605年2月3日  M7.9 " "慶長東海・南海地震䈊
 1615年6月26日" M6 1/4~6 3/4 " 
 1647年6月16日 "M6.5  
 1648年6月13日" M7.0  
 1649年7月30日 "M7.0  
 1649年9月1日  M6.4  
 1677年11月4日" M8.0  
 1697年11月25日 M6.5  
18世紀：2回䈊
 1703年12月31日　 M7.9~8.2 "元禄関東地震䈊
 1782年8月23日" "M7.0  
19世紀：5回䈊
 1812年12月7日 "M6 1/4  
 1854年12月23日 M8.4 " "安政東海地震䈊
 1855年11月11日 M6.9 " "安政江戸地震䈊
 1894年6月20日" "M7.0 " "明治東京地震䈊
 1895年1月18日" "M7.2  
20世紀：1回䈊


























































































































































































































































        『科学』1999年3月号巻頭言
リスクコミュニケーションの原則からの逸脱が
生じた。基本的な情報がエリートパニック（？）
によって伝えられなかった。
•  リスクコミュニケーションとは，リスクについて関係
者間で情報や意見を交換し，その問題について
の理解を深めたり，お互いによりよい決定ができ
るように合意を目指したりするコミュニケーション#
# # ####応用心理学事典，丸善（２００U）#
•  消費者の四つの権利：ケネディ教書（56:1）#
・安全を求める権利#
・選択する権利#
・知らされる権利（知る権利）#
・意見を聞いてもらう権利
日本メディア「中立公正」の起源
•  明治期の自由民権運動時に大新聞が多数発
刊される#
•  大正デモクラシー，昭和期に小新聞による
ニュース報道が圧倒していく（戦争報道）#
大新聞に対する「客観公正中立」#
•  思想統制によって「県紙」と「全国紙」の時代
に事実として「大本営発表」報道
•  戦時期，VWX占領期における支配権力に対
抗するための「客観中立公正」#
•  ないまぜになったまま，エリート職業として確
立#
週刊『現代』の場合
•  「事態センセーショナリズム」か#
「針小棒大センセーショナリズム」か#
•  他誌との内容のちがいが読者に評価された（実
売部数，実売率の上昇）#
•  大震災・原発震災という事態そのものがセン
セーショナル#
•  売り続けるためには，「針小棒大」は必ずしも有
利ではない#
•  具体的な事実を盛り込んだ「事態センセーショ
ナリズム」路線が読者に，「真実に迫るヒント」を
提供
新しい学力観・生きる力
（１）基礎・基本#
（２）活用（思考力・判断力・表現力）#
（３）主体性#
（１）をもとにした（２）を資格・前提（Tこれを科
学リテラシーと呼ぶ考えも強い）に（３）が発揮
されるとの「啓蒙」的な考え方がいまだに強い#
日本とアメリカ（フィンランド）のちがい
日本文部省式#
　その5：知識・理解（基礎・基本）#
　その1：見方・考え方（メタレベルの知識）#
　その9：興味・関心・意欲・態度（教育の目的）#
アメリカの社会科教育事例から（以下9枚参照）
　その5：知識#
　その1：態度・価値（知識を意味づけるもの，倫
理）#
　その9：技能#
Ⅰ民主的な参加技能
・意見や理由を傾聴すること、表明すること、反論
すること：△（小中高と減少傾向）
・学級や学校、地域の意思決定に参加すること：
△（授業では限定的）
・グループ作業を計画し、協力的に作業を行い、
課題を達成すること△（総合にほぼ限定）
・地域社会から情報を探し、利用し、伝えること：△
（総合中心）#
Walter C. Parker：社会科教育カリキュラム——市民社会を育むノート，藤井千春
訳，ルック（2009）をもとに，日本の現状を#，△，$で3段階評価してみた。
Ⅱ研究や探究の技能
・年表、地図、地球儀、図表、グラフを利用、作製する
こと：Y#
・さまざまな手段で情報を探し、集め、まとめ、分析す
ること：Y#
・報告を書き、発表すること：△（社会科では少ない）
・第一次情報と第二次情報を区別すること：Z（挿絵が
外交関係の5次資料とされることもある）
・社会科の教材を様々な目的のために基づいて読む
こと：Z（シンプルな解釈がほとんど）
・仮説を立て検証すること：△（「正解」を覚えるスタイ
ルが主流）#
Ⅲ知的技能
・問題や論点を確認し明確化すること：Z（前提となるC
やⅡの段階で不十分）
・他の時代や場所から類似事例を引出し、原因と影
響の関連に言及すること：Z（例：ナチスドイツによる
政権把握と6:条改正；チェルノブイリと水俣、福島
との類似性）
・証拠に基づいて結論を導き出すこと：△（証拠となる
資料の吟味が欠如）
・論証や結論の確実性を判定すること：Z（「正解」を
覚えるスタイルが主流）
・対話的に推理すること：△（重要性を「再」認識中）#
必読資料
•  特集も関連記事も，
いずれもタイムリー
かつ重要
放射線教育の問題点──なぜ低線量
放射線リスクは“わかっていない”とされる
のか（崎山比早子）/日本の理科教育に
おける原子力問題の今後の取り扱い
について──副読本・検定・市民のため
の科学的リテラシー（笠 潤平）/市民科学
と放射線教育（小玉重夫）/福島の現
場から：副読本が生んだ〈傷〉と〈混
乱〉（後藤 忍・國分俊樹）/全国（47都道
府県・政令指定都市）教育委員会ア
ンケート/［資料］「放射線と被ばくの問
題を考えるための副読本──“減思
力”を防ぎ，判断力・批判力を育むために
（改訂版）」（福島大学放射線副読本研究
会）より，ほか
「今回は違う」症候群
歴史的事件は基本的に一回限りの出来事であ
る。我々はその気になればいくらでも，今回
のサブプライム金融危機にも特殊性を見つけ
ることができる。#
けれども，ガルブレイス，キンドルバーガーなど
の一流の金融危機の歴史家たちは，金融危
機は同じことの繰り返しであると論じてきた。
サブプライム金融危機も例外ではない。#
　服部茂幸：新自由主義の帰結7なぜ世界経済は停滞するの
か，岩波新書（1459）#
